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鍵盤楽器における変奏技法の展開についての一考察

I．フィッツウィリアム・ヴァージナルブックの場合
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　ある作品を演秦するということは，その作品の音楽

的，技術的要求から脱却し，白由になることではないか

と思う。自由になることによって，はじめて白在な演秦

が得られる。このことは，ピアノを弾き，また教える立

場にある者にとっては，ひとつの大きな目標ではないか

と思う。そのためには，作品の成立にかかわる時代的考

証に基づく作品の徹密な分析，研究が先決であること

は，言をまたない。

　およそ，すべての音楽作品は，主要テーマ，またはモ

ティーフとその変秦から成っている，といっても遇言で

はない。これは，西洋音楽のみならず，世界各国の民族

音楽においても，まったくあてはまる。

　後世に残る名作の数々は，作曲者の巧妙な変秦技法を

駆使することによって作られており，奏者にとっては，

驚きと喜び，時には怖れさえ感じさせ，聴者にとって

は，それが大きな感動となってせまってくる。

　容姿とか服装を変える，いわぱ変装が人間の願望の表

われであると同じように，音楽における変秦は，人間本

来の欲求に基づくものであり，その手法は干変万化，多

様多彩をきわめ，変奏に関する研究は重要とわかってい

ながら，そのあまりにも広範囲にわたるが故をもって，

敬遠されているのが現状のようである。

　もともと，よく知られたメロディーを即興的に変形し

て演秦することは，ひとつの“遊び”であった。これが

時代を経遇するにしたがって，音楽の表現としての“変

秦曲形式”が生まれてくるわけであるが，その経緯は後

述するとして，現代においては，変秦技法としては次の
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3つに大別されるものとして考えられる。

　第1には，バロック時代の対位法的変秦である。これ

はテーマの模倣，縮少，拡大，逆行などの変秦技法に

より，作品として芸術的に止揚されたもので，バッハ

Bαoん，∫8．（1685－1750）のrインヴェンションとシ

ンフォニァ1舳θ〃o〃θ〃〃〃3づがo加θ〃」や，「平均律

クラヴィーア曲集Wo肋舳μr伽娩KZαη｛θブ」などは，

その代表格である。他にrシャコンヌαα㏄o舳3」，

「パッサカリアPω∫καg一”α」などは，同じモティーフの

上にさまざまな変秦を行ったもので，これらの技法を総

括した最大，最高の傑作は，Bα6んの「ゴルトベルク変

秦曲Go肋θ侶γαr肋｛o〃」であろう。

　第2には，古典派時代の和声的変秦である。この時代

は，“ソナタ形式”をもつ多楽章作品「ソナタ」が重要な

表現形式であるが，その展開部における2つの主題の絡

み合いは，変秦技法を縦横に使いこなしたものといえよ

う。この時代の変秦曲としては，モーツァルト”0Zαれ，

W．A．（1756－1791）に代表される“装飾変秦曲”と，

べ一トーヴェンB肋んoηθ〃，ム．γ（1770－1827）の、

性格変秦曲”の2つであろう。”02α〃の変葵曲は，当

時，定着した変葵曲形式にのっとったもので，音型をリ

ズム的にだんだん複雑化して，いわば演秦技巧の上達の

ための「練習曲」の色彩の強いものとなっている。一

方，B肋んoηθ〃の変秦曲は，各変秦とも調を変えたり，

テンポを変化させたりして，ひとつひとつの変秦に，あ

る性格を持たせたものとして，一時代を画したところに

大きな特長を持っている。その代表的作品は，最晩年の

「ディアベリの主題による33の変棄曲38Vαブ伽伽θπ

肋ぴ6加刎WαZZκη0〃A．D｛0ろθ〃」である。

　ロマン派の変秦曲は，上記2つの技法による習作的な
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ものも多いが，ブラームスBブ励舳，∫（1833－1879）

の「ヘンデルの主題による変秦曲とフーガγαブ肋｛o刎〃

〃〃∂Fαgθ泌κ6加丁加肌αη0ηH∂πゐ1」などは，バ

ロック精神の上に立つ巨大な作品で終楽章にフーガを置

いて，極めて高度な作品になっている。

　第3に，後期ロマン派から現代に至るまでは，へ編曲”

の時代といっても良いではないかと思われる作品が多

い。編曲＝アレンジというのは，常識的には原曲を他の

演奏形態に変える，という意味に多く使われるが，例え

ば，リストエづ鋤，尺（1811－886）のバッハ作品の編

曲ものや，「リゴレット・パラフレーズRを0Zθ”0Pα什

αμ伽33」のように，いわゆる古典的変秦曲形式によら

ないものも，変秦の一形態として考えられる。

　ホロビッッHoブoω加，y．（1904一）なども多くの編

作曲を行っているが，これらもすべて変秦技法を巧み

に使いこなし，ムゴ5財と同じく高度な変秦技法を駆使し

て，全く原形をとどめないほどに変秦され，極めて芸術

性の高い作品を作ることに成巧している。かわった例と

して，ラヴェルRαηεZ，〃．（1875－1937）のrボレロ

BoZ㈹」がある。これは周知のように，同じメロディー

が執鋤に繰り返されるが，オーケストラの音色とダイナ

ミックスの変化によって，これも一種の変秦曲とみる人

も多い。

　ほかに，19世紀後半にアメリカに起ったジャズは，当

時のニグロのモードによる“はやり歌”を使い古された

楽器を使って，即興的におもしろく，変秦の技法を多く

用いた編曲により，大衆を喜ばせていたのが，またたく

まに全世界を風びしていったのである。

　ところで，今まで述べた3つの変葵形態は，18世紀か

ら現代に至るものであるが，その前の16，17世紀の作品

は，18世紀以後の変秦形態を先取するものが表われ，中

には極めて完成度の高いものが多いのに驚く。そこで，

順序として，表題の作品集に目を向けて見ることにす

る。本論の表題「フィッツウィリアム・ヴァージナル

ブック”胞ω左”α朋W7g加αZB00尾」は，バロック以

前の鍵盤楽器のためのまとまった曲集としては最初のも

ので，しかも収められた297曲は，そのほとんどが多様

な変秦技法で彩られ，いわば，変秦曲集の観を呈してい

る。この曲集から学ぶべきものは極めて多い。

　本論に入る前に，当時のヨーロッパの国々の変秦曲類

を傭：敵しながら，この曲集の置かれている位置について

考えてみたい。

II変奏の歴史的変遷

　鍵盤音楽のための独立した作品が出はじめたのは，ル

ネサンス期に入ってからである。このルネサンス期の音

楽は，文化におけるルネサンスと同様に，新しい広がり

を見せている。この広がりへの重要な役割の一つとして

は，印刷術の発明があげられる。このことは，音楽分野
　　　　　　　　　　　　注1
にも大きく影響を与えた。「新しく発明された印刷術が

音楽に適用されたことは，明らかに広範囲な影響を与え

る出来事であった。骨を折って手で書き写され，しかも

あらゆる種類の誤りや改ざんを受けやすいいくつかの貴

重な写本に代わって，新しい音楽を充分に供給すること

が可能になった。」

　また，この時期の特徴の一つとしては，ヨーロッパの

多くの国々での独白の音楽の勃興が挙げられる。これ

は，中世末期に生じ始めた新しい音楽の欲求によるもの
　　　　注2
である。「中世の鍵盤音楽についてわれわれの知識とし

ては主としてドイツ1国に限られていたのに，ルネサン

スに入ると，イタリア，フランス，イギリス，スペイン

という4つの新しい民族的な楽派があらわれる。同時に

トッカータ，オルガン，コラール，リチュルカーレ，カ

ンツォーナ，無数のダンス音楽など，新しいさまざまの

音楽形式があらわれ，ルネサンスの鍵盤音楽の姿は，前

の時代よりはるかに豊かな，生気あふれるものになって

くる。」これは，鍵盤音楽のみならず，音楽全般にいえ

ることであって，このような新しい広がりの申で，変秦

技法はどのように変っていったのであろうか。

　16世紀においては，器楽音楽が声楽から独立して発展

した時期であり，舞曲の時代でもあった。これらの舞曲

が楽器の性能に応じて変奏され，また，いろいろな性格

の異った舞曲が連結されて演秦されるようになったの

も，この時期である。これらのことは、この時期ではイ

タリア，スペイン，イギリスで起っている。おもしろい

ことには，当時の変奏技法が国から国へ伝わっていった

ものでなく，それぞれの国において同時に進行し，フラ

ンス，ドイツはそれを受け入れる側であった，というこ

とである。ここで，イタリア，スペイン，イギリスにお

いて作られた変秦曲とその発展について考察してみる。

1．　イタリア

　当時のイタリアでは，鍵盤楽器としてはオルガーノ

0侶α〃oや接弦楽器であるチェンバロ0θ励αZoであっ

た。これらの楽器のための舞曲が，変秦技法の展開に大
　　　　　　　　　　　　　　　注3
きな役割を果してきたといえる。「杜交的な舞踏は，ル
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ネサンス時代に普及し，高く評価されていた。16世紀の

器楽のかなりの部分は，リュート，鍵盤楽器，あるいは

合秦用の舞曲である。これらの曲は，中世後期のように

即興的に演秦されないで，タブチュアや声部読本として

書き記され，ペトルッチ，アテニャンその他の出版業者

によって出版された印刷楽譜集の中に見られる。」

　この出版業者であるペトルッチP6炉1κo6，0．（1466－

1539）によって出版された，ラウテのタブラチュアの中

のダルツァDα∠醐，∫A．（不明）の作品が，現存する

最も初期の変秦曲風な配列の見られる作品である，とさ

れている。一0α1zαのrカルディビ・カスティリァーノ
　　　　　　　　　　　　　注4
Cα”肋oα鋤g一肋ηo」では，「長さは異っているが，同

じバスの骨組や和声の骨組の上に築かれた部分からな

る，自由修飾的な移行部をもつ変秦曲に似た配列があ

る。また，パバーナPωolηα，サルタレッロ8α1肋rθ”o．

ピバPんαには，少なくとも部分的に変秦技法におい

て，たがいに一つの組曲として成立することによって，

変秦組曲の諸要素が見られる。」

　16世紀半ば以降は，ラウテの音楽に舞曲が変奏の主題

として用いられるようになる。例えば，Pωα〃α一8αz肱一

κZZ0，パッサメッツォ肋58α刎6脇o一パドヴァーナ肋一

6oηαηα一3α肋κ〃oなど◎組曲と変秦曲は互に関係があ

った，と見るべきであろう。

　イギリス，フランス，ドイツなどに伝えられていった

前記のパッサメッツォ変秦曲が，1540年頃から現われて

きたことは，この期のイタリアにおいて重要な事であろ

う。特に，ウェニスのサノマルコ大聖堂のオルカニスト

であったガブリェリGαろ油〃，λ．（1520頃一1586）が，

このパッサメッツォ変秦曲作品を多く残している。

2．　スペイン

　スペインにおる鍵盤楽器は，当時のイタリアと同じよ

うに，オルガン属とクラーヴェCヅ卿θ，クラヴィコルデ

ィオα〃た0r”0であった。そして，リュート属の楽

器であるヒウエーラや鍵盤楽器に，特に変秦技術の発展

があり，それは，これから後の時代に影響を与えていっ

た変秦曲という形式の一つの基礎を作り，また，後に発

生してくる様々な形式の基になったのではないか，と思

われる。

　この国の変秦技術の発展に関与した作曲家としては，

ナルヴァェス！V：α㈹α灸，L．ゐ．（1500頃一1555頃），そ

してヵベソンCαろ粥5〃，A．幽．（1510－1566）が挙げら

れる。ビウエーラ秦者であったNα榊αあは，コラール

CんoκαZや，ビリャンシーコW”伽6乞00を主題にして
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の，定旋律タイプの変秦曲を作っている。彼の「グァル

ダメ・ラス・ヴァカスG〃伽∂舳θ1α∫閉6ω」という作
　　　　　　注4
品において，「それぞれの変秦が動機的，性格的に明確

な特徴をもっており，コーダによって，連作全体が統一

体にまとめられている。」また，オルガニストであり，

作曲家であったCαろα6〃は，スペイノ鍵盤楽器の変葵

曲において，大きな位置を占める人物である。彼の変秦

曲には，バス構造タイプの変秦曲，例えば「ディフェレ

ンシァス・ソブラ・ラ・パヴァーナ・イタリアーナDゲ

θκ肌ゴα550伽αZαPω〃zα1ヵαZ｛α〃α」や，オルガンヴァ

ーセット0ブg伽η㈹助の旋律変秦曲などがある。ルー
　　　　　　　注4
閉αあ同様に，「個々の変秦は，動機的に明確な特長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注4
をもっている。」が，Cαろα6〃の変秦曲は，「鍵盤楽器の

可能性に応じて，対位法的により豊かになっている。」

　この期のスペインにおいての変秦曲は，Cαろα6〃の

ディフェレンシアDψκ肌加に代表されるものとなっ

た。

3．イギリス

　この国の当時の鍵盤楽器は，オルガンと弦をもった楽

器では，スピネット8加肋，ハープシコードHαゆづ一

61zoブ∂，ヴァージナルW昭伽αZであった。そして，イギ

リスにおける変秦曲は，スペインと同様に大きな発展が

あり，また，ヨーロッパの作曲家達に影響を与えた。

　このエリザベス王朝時代のイギリスの音楽は，ヴァー
　　　　　　　　　　　　　　注5
ジナル音楽の時代でもあった。「16世紀のイギリス鍵盤

音楽の作曲家達はオルガンよりもハープシコードの曲，

また礼拝の曲や対位法的な作品よりも，ダンスや変秦曲

の方が得意だった。」この国での変葵曲の大きな発展は，

16世紀最後の三半世紀のヴァージナリストにある。それ

以前の変秦曲では，16世紀初頭にオスティナート0∫か

π肋変秦曲が現われていた。その例として，アストン

ん肋，H（1480頃一1522頃）のrホーノパイプHo閉一

〃μ」が挙げられる。また，16世紀前半からレッドフォ

＿ド地ψo〃，∫（？＿1547）やブリースマンBZ肋6‘

刎αη，W．（？一1591）の，オルガンヴァーセットやヒ

ム助舳変秦曲が現われている。これらの変秦曲の特
　　　注4
徴は，r異ったリズムを持つ動機のグループを，1つの

変秦の内部で用いること。そして，この動機のタイプ

は，A之o〃やB1肋舳α〃から，ブルBz〃，工（1562－

1628）やスウユーリンク8舳θ伽o尾，入R（1562－1621

）までに見られる。」

　このような変秦技法の土壌の上に，先に挙げたヴァー

ジナリスト達は，イギリス風なヴァージナル変秦曲を発
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展させていった。そして，このヴァージナリスト達の最

も重要な作品集としては，本論でとりあげる「フィッツ

ウィリアム・ヴァージナルブック”zzω”加刎vかg加αz

Boo尾」である。この作品集は，この国，またこの時代の

変秦曲を知るうえにおいて，もっとも重要な作品集であ

る。この申に収められている作曲実の変秦技法は，ヨー

ロッパの作曲家達，8ωκz伽尾やシャィト80加脇，8．

（1587－1654）らの変秦曲作品に，多くの影響を与えて

いる。その重味においても，この曲集の出現は，このイ

ギリスの変秦技法の頂点を築き上げたものである，とい

える。この変秦技法の数々は，これから後の時代の作曲

家の変秦曲のみならず，他の形式の発展の源泉となって

いる，といっても遇言ではない。

III　Fi伽wiuiam　Virgi醐1Bookについて

　　　　　（以下，F．V．B．と略す）

1．成立事情

　この曲集の歴史は，非常におもしろい。このヴァージ

ナルブックは，手で線引した六線紙に書かれており，

「クィーン・エリザベスの，ヴァージナルブック9〃κ〃

E伽αろθ”5W侶加αZ300尾」として，解釈されていた。

　18世紀前半，この本はぺ一プシュD（P砂肌んとい

う人の所有のものであり，1726年，Pψ鮒んのコレクシ

ョン競売の時，ロバート・ブレンナーR0ろ励Bグ〃吻r

が10ギニーで買いとり，1783年，収集家であるヴァイカ

ウント・リチャード・フィッツウィリアムW∫00〃〃

R励〃ゼ〃洲〃舳（1745－1816）の手に渡った。そ

して彼の遺言により，ケンブリッジ大学にこのコレクシ

ョンや他の収集品などと共に，寄贈された。1849年から

1899年にその全内容を，フラー・メイトランド肋”θヅ

Mα棚αη∂o，入A．とバークレー・スクエアBακ1αツ

8ψ加，w．によって出版された。

　この曲集は，英国国教会への改宗を拒み続けてフリー

ト監獄に投獄された，フランシス・トレージアン”α一

肌北丁κ幽〃二世（1572－1619）が，監獄内において

手写したものである。

　16世紀末，Tηθg’タα〃，尺一世は，裕福で権力のあるカ

ソリックであった。この一家は，宗教と富の両方のため

疑いをかけられ，捕えられる。マーシャルシアヘ送ら

れ，投獄され，最後にフリート監獄に入れられた。24年

間の獄申生活では，多くの病いにかかるが，詩を書くこ

とに没頭した。その後，女王の恩恵により出獄，1608

年，60才で亡くなる。彼には18人以上の子供がいたが，

そのうち11人は獄申で生れている。

　この本の作成者である丁陀g｛α〃は，Tブθgづ伽，夙の

長男であり，父の名を継いだ。1609年，彼は宗教的信念

のため，父親と同じようにフリート監獄に投獄され，

1619年に獄死した。この曲集は，彼が獄申の生活をまぎ

らわすために手写したもの，とされている。

2．構　　成

　収録作品数は297曲で，これらの作品はおよそ1550年

から1620年にわたっている。　（音楽之友杜のピアノ音楽

史では，1600年から1620年，またドーヴァー杜のF．V．

B．では1560年から1620年となっている。）

　この297曲申，％以上が変秦曲や，舞曲をテーマに変

秦を付したもので占められており，その他には，舞曲

（ジーグG｛g・κ，Pωαηα，ガリアルダGα〃αブゐ等）前

秦曲，ファンタジア肋肋∫｛αや，マドリガルMα洲9αz

の編曲などである。この曲集において，変秦曲や舞曲が

大部分を占めているということは，イギリスのエリザベ

ス王朝時代の鍵盤作曲家達が変奏曲や舞曲に特に興味を

示し，その形式を発展させていったためであろうかと思

われる。この曲集の変秦曲には，変秦された1対の舞曲

（Pωα〃α一GαZZ伽伽等），定旋律変秦，世俗歌曲変

秦，幻想曲風な対位法の変秦曲などがある。これらの変

奏曲に見られる大きな特徴としては，テーマの扱いにあ

る。それは，この曲集のみに見られることでなく，この

時代全体の変秦曲にも見られる。テーマが提示されず，

第1変秦からすぐ開始される。（後述する作品を参照）
　　　　注6
それは，「最初にテーマの原形を示さず，いきなり第1

変秦から始まる。その理由は簡単で，当時これらの旋律

は誰でも知っていたからである。」

　この曲集に載っている作曲者名のはっきりわかってい

るものは，次のとおりである。あとのものは，作者不明

である。なお，生年，没年の不明なものも多い。

　13Zあんθ〃zα〃，　W6〃｛ol〃z．　　　　　　　　　　　　（？一1591）

　3〃〃，Joん刀．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1562－1628）

　Bツブ∂，　π7〃〃α〃z．　　　　　　　　　　　　　　　　（1542＿1623）

　Cα66〃，Gクα〃・．　　　　　　（1550－1618）

1）oωZα〃，ノ・加．　　　　　（1563－1626）

　Fα閉α妙，αZθ∫．　　　　　　　　　（1566頃一1640）

　肋閉α伽，R励α〃．　　　　　（1590一？）

　GαZω脇o，一一～　　　　　　（？）

　Gψろo刎，0r1伽∂o．　　　　　　　　（1615－1676）

　H伽脇9・，Jα舳∫．　　　　　（1560－1626）
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H00卿，〃舳〃．

1ηgZo広，W舳α刎．

J0伽50η，R06θれ．

乃加50〃，E加αブ4

ムα∫5蜘，0rZαη6舳．

ルzακ乃α材一9

〃α閉窓三0，〃0α．

MoブZθツ，Tんo伽∫．

M舳∂αツ，ノ・加．

014μθ〃，Tんo舳伽．

0ツ肋ブ伽αツκ，Jo加．

Pαr∫0郷，R0加れ．まテこはJ0ん〃．

P鮒50η，〃αブ伽．

肋伽5，〃肌

肋〃，αoη伽加．

R肋肌∂50〃，Fθ励〃α〃0．

R0淑肋，一P肋Zφ．

8炉づg9｛0，〃θ∬απか0．

8肋gW∫，N励01伽．

8閉εz伽尾∫，∫α〃肋f㈹z．

Tα肱，Tんo伽5．

η∫ゐ〃，W棚α刎．

τ0肌脇∫，〃0舳∫．

〃θg・｛伽，ル〃o｛∫．

Wαm00尾，〃0伽∫．

（1553＿1621）

（1554＿？）

（1490＿1560）

（？）

（1532頃一1594）

（？）

（1553＿1599）

（1557＿1603）

（1560頃一1630）

（？）

（？）

（？＿1570）

（1572頃一1650）

（1561頃一1628）

（？）

（1553一？）

（1568頃一1623）

（1535－1589頃）

（？）

（1562－1621）

（1505頃一1585）

（？）

（1572＿1656）

（1572－1619）

　（？一1660）

　この曲集に載っている曲で，作曲年代が示されている

曲は下記のとおりであるが，残りの作品については年代

が記されていない。

Tα〃5，τ

Tα〃∫，τ

P閉伽，尺
肋クZ伽，尺

B〃ゴ，w．

P肋伽，R

P肋伽，尺
P脇伽，1）．

P舳伽，尺

P肋Z伽，R

P肋伽，尺
8ωθθZ伽尾5，∫尺

地伽ηα刎q螂1
1：な1｛エ〃α〃η〃θ2

Pαη伽α

Fα励α3クα

7「ゐθ　ω006Z5　∫0　ω”6

1？α3∫α〃zθ£20　1弓αηα刀α

1562年

1564年

1580年

1582年

1590年

1592年

肋ω〃αDo1oブ050Trθg1593年

工θRo∬｛9舳oZ　　　　1595年

Bo〃乃〃刎δC雌鮒〃1602年
0〃α〃o［〃Lα∬oコ

ノ吐〃zαブ6ZZ｛　∂｛　Jr〃Z60

R0刎αη0

〃αブg0肋ムαろ0㈹

σ左，κ，〃，力，・01，1α，

α4γoo｛

1603年

1605年

3　奏法について

　　1　拍子記号

　今日の拍子記号は，たとえば分数の形をとった場合，
注7

「分母は1拍に数える音符の種類を示し，分子は小節内

の拍数を示している。」　また，テンポ表示は，音符の演

秦速度を示す。

　この当時は，記譜法の転換期であり，上記に記した方

向に向かいつつあった時代である。この当時の拍子記号

は，小節内に記された音符の長さに関係なく，拍子の割
　　　　　　　　　　　注8
合を示したものである。rセミプレヴィスを標準の時間

単位として決められたので，これらの記号は単に曲の拍

節構造だけでなく，曲の標準速度をも示した。標準速度

の変更は，さらに他の記号を加えることによって行なわ

れた。縦に貫く線ヰを付けるとテンポが通常の2倍の速

さになることを示し，31の数字3倍，3の数字は1倍半

速くなることを示した。」この曲集に現われる記号には，

C，φ，6，3などがある。

　Cは，単純，そして複合の2拍子。

　φは，一般に2分音符が1小節内に，8つ，4っ，2

　　　　つなどで，4拍子の色々な種類を表わす。

　⑫は，％拍子や，％拍子に胴いられている。

　3は。％拍子や，％拍子を表わしている。

ii．小節線

　今日，小節線は小節の区分を示し，その決められた拍

子記号の拍子に合うようになっているが，この当時，こ

の小節線を示す縦線は，拍子記号と関係がなかった。

（楽譜参照）縦線は，演秦者が見るのに便利であるため

に，普通はリズムの流れに従ってつけられているが，不

規則でもあった。

iii．　ダイナミックス

　ダイナミックスの表示は，17世紀中半以前の音楽にお

いては，ほとんど記されていない。一般に，ダイナミッ

クスは旋律の上行，下行に結びつく。このことは，フレ

ージングにも関係している。そのフレーズの頂点の決定

が，ダイナミックスを決定していくひとつの条件になっ

ている。さらに，この時代の鍵盤楽器は，タッチによる

ダイナミックスの変化は望めないので，音符の増減，ま

たはテンポQ変化によって，それを補っていた。

　この時代の作品のピアノによる演秦においてのダイナ

ミッスの決定には，この時代の楽器の特色をふまえてお
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く必要があると思う。ヴァージナルの音は，ハープシコ

ードと違って，ストップを備えていないため，音色は一

種類だけである。そして，繊細な音楽の表現に適し，前

述したように，タッチによる変化は不可能であるため，

我々が現在使用しているピアノのように，尤Pの幅を

つけることができない。それ故に，ピアノ演秦の際に

は，尤P，0伽α，ゐ㈹κ．の幅は，注意すべきであると

考える。

　また，ダイナミックスを決めていくのに，エコーの効

果を用いる。これは，反復されるフレーズに使用する。

iY．　フレージングとアーティキュレロション

　これらの間題は，先に挙げた問題点と同様に，どの時

代の音楽演秦においても重要な点の一つであろう。現

在，我々の演秦する作品には，多くの版が出版され，そ

の助けを借りて演秦を行なう。しかし，古い時代の，そ

れがもっと昔に逆のぼっていけばいくほど，非常に困難

なものとなる。

　フレーズは音楽辞典によれば，文章の旬読点に相当す

るような段落感で区切られるひとまとまりの楽旬をい

う，とあるが，これは主なるモティーフや，テーマの理

解にも係わる。また，フレージングと相互関係にあるア

ーティキュレーションは，フレージングを補うものであ

り，そして，どのような抑揚で，フレーズを演秦してい

くかにある。これらは，作品の解釈に大いに関係する。

　ダイナミックスの項で述べたように，何も書き込まれ

ていない，この年代の作品を演奏する際には，様々なア

ーティキュレーションが考えられるだろう。筆者は，ア

ーティキュレーションを決めるにあたっては，次の事を
　　　　　　　　　注9
基準にして決めた。「順次進行，特に半音階進行はレガ

ートを暗示し，跳躍進行はスタッカートを暗示すること

が多い。順次進行を中断する跳躍はレガートの中断を意

味する。」

Y．装飾記号

　この曲集に見られる裟飾．紀けの主なものは，音符の

上．時には下に書き込まれた，短い単斜線〔・〕か複斜

線〔〃二1である。（楽譜参照）これらの記号は，ヴァー

ジナル作曲家が用いた主要な装飾記号であった。
　　　　　　　　　　　　η110
　これらの記号について，「当時の理論家は，だれもこ

の装飾音について言及していないので，その解釈はいま

だにはっきりしない。」これらの演案法は，一般に，；ト

は三度下からの上行スライド，チは旋律の流れの前後関

係により、プラルラーや，モルデントを示している。

　また，この〔／〕の装飾記号についての演奏法とし

て，エリザベス・ロジャースE”湖ろθ肋Rog〃㌻の「ハ

ー・ヴァージナルブックH〃yかg・伽αZ　Boo尾」の・P．48

や，P．49の歌詞の部分に，その秦法らしきものが見ら

れる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　注11
　これらの装飾記号の取捨に関しては，r同じ曲が違っ

た幾つかの原典に現われた場合，装飾音のつけ方がまち

まちになっているのが常である。演秦者は記譜された装

飾音を全部ひかなくてはならないという義務に縛られる

必要はない。もしすらすらひけないというのであれば，

思いきって装飾を少なめにひいたほうが賢明であるとい

えよう。」

　また，興味深いことには，この作品集において，現在

我々が使用しているトリラー秦法の原型，と思える音型

である。例えば，助1ゼの75小節の〔λ〕，83小節の〔

B〕，87小節の〔C〕の部分。これらの音型は，後打音を

伴ったトリラー記号に書き直すことが出来る。

Yi．その他

　ここでは，夙γ．B．においての幾つかの特徴を挙げ

る。第1は，番号づけである。このことは，2の構成の

項でも述べているが，変秦曲の変秦番号は，主題とみな

す曲には，何も付されていない。そして，次につづく変

秦から，2．3．………といったように，数宇が付けられ

ている。これを，13αoん以降の変秦曲の形でいうなら

ば，番号のついていない最初の曲が主題で，そして2

3．という番号の付いている変秦を，第1変葵，第2変

秦とみることになる。（楽譜参照）

　また，曲自身が2部分になっている時，曲と変秦の各

々の後半に小さな数字，そして各変秦の最初の部分に，

大きな数字が付けられている。（肋”の作品　参照）

　第2は，変秦曲に見られる“Rψ．”という文字であ

る。この“Rφ．”は，Rφ召棚oηの省略である。これ

は，一つのテーマまたはモティーフの変秦を，より個性

的な装飾の形で呈示されている時に，付けられている。

（Bl”の作品　参照）

　第3は，曲の終わりの装飾的なプレヴィスの和音であ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注12
る。　（B〃ZZの作品　参照）この和音に関して，「いまだ

にはっきりしないトレージアンの癖に，曲の終わりに必

らずと言ってよいほど装飾的なプレヴィスの和音を書き

加えることがあるが，この和音は必要な時もあれば，必

要でないこともある。識別する法則は次のとおりであ

る。プレヴィスによる最後の和音が旋律なり和声なりを
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解決する働きを持っているか，予測されるリズムの機構

を完結するという場合には，それはひかれなくてはなら

ない。そうでないかぎり，それは省略されるべきであ

る。」後に挙げる13”の作品においては，このプレヴ

ィスは，後者に入るのではないかと思う。

　第4は，和声進行と終止である。これらは，この曲集

のみにみられる特徴でなくて，この時代の特徴でもあ

る。機能和声法において間題とされているV→1Vの進行

が，多くみられる。更に，終止の和音には，ピカルディ

”α肋の3度が使用されている。

4　楽曲分析

　この曲集に記載されている作曲家，および作品につい

て，全てを述べることは困難である。この項では，助一

汽ゴと肋”の作品について述べる。

　この二人を選んだ理由は，この当時を代表する作曲家

で，この二人の作品数は，この曲集ではかなりの数を占

めており，また，その作風は対照的である。助”の音

楽は，素朴で，自然な魅力を秘めている。肋”は，エ

リザベス朝の“リスト”と呼ばれているだけに，ヴィル

トゥオーゾ的な技巧を持つ，華やかな曲が多い。

i．助〃，閉z〃α㎜

　イギリス，エリザベス朝時代の最大の作曲家である。

リンコルン大聖堂のオルガニストであり，彼の師は，こ

の曲集にも載っているTα肱，τであった。

　彼は，肋ZZやG肋o郷と共に，ヴァージナルブック

である「パセニアPα伽加α」を出版した。また，1591

年に完成された，彼白身の作品集rマイ・レディー・ヴ

ァージナルブック灼Lα伽θルηθ”3Boo尾φWブー

g加αz”〃5｛6」は有名である。

　瓦γB．には，彼の作品は72曲収められており，ま

た，上記の曲集には，42曲入っている。

丁加Cα榊α〃’3W＝肱τZθ駆者の口笛

F．V．B．vo1．1　p．214No．58

　この曲の形式は，主題と8つの変秦という形となって

おり，その主題は，イギリス民謡である。この時期は，

教会旋法から機能和声的調性への移行期である。この機

能和声的調性でいえば，ハ長調である。　（）の数字は

小節数を表わす。

　　主題　　（1－8）　C〔1ラ乏〕

　舞曲ふうなリズムで始まる。1小節おくれて，低声部

に下層調でカノン的な形で現われる。主題旋律は，第3

小節からとなる。あとにつづく8つの変秦は，この部分

から変秦されている。

　　第1変奏　　（9－18）

第10，第11小節は1％で，あとの小節は，％拍子とな

っている。変秦の形は，後半に音型的な変化が現われ

る。

　　第2変秦　　（19－25）

　最後の2小節は，％拍子となっている。低音部に，リ

ズム的に新しい動きが現われている。最後の3小節にお

いて，対位法的な動きがみられる。

　　第3変葵　　（26－32）

　第28，第32小節が，％拍子になっている。全体的に，

対位法的である。

　　第4変秦　（33－44）

　全小節が．％拍子になっている。右手の主旋律に対し

て，左手は，対位旋律をとっている。

　　第5変奏　（45－56）

　第4変秦と同で，全小節は％拍子になっている。左右

は，対話ふうである。

　　第6変秦　　（57－64）

　後半の4小節が，％拍子になっている。第58小節まで，

現代の調性からいえぱ，一時的に短調を表わす。第59小

節から，局音部は反復進行を形成している。

　　第7変秦　　（65－75）

　第68小節だけが，1弘拍子であ季。前半，主題旋律は

単純になり，低音部には，8分音符の経過的なパッセー

ジが用いられている。

　　第8変秦　　（76－87）

　全小節，％拍子になっている。この曲全体のしめくく

りとして，コーダの役割をもち，和声的で，荘厳な感じ

が見られる。

ii．　B皿11　John

前記の助”と同様，この時代を代表する作曲家で，

オルガンやヴァージナルの演秦家でもあった。この曲集
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には，肋”の作品は45曲収められている。そして，下

記に挙げる曲は，彼の作品の中では有名であり，技術的

にも困難なものである。

丁加K加g’∫H舳な王の狩り

（丁加K肋9・’5H〃〃伽9Jな9・）

F．V．B．vo1．2　p．116No．135

　この曲名のジグ∫なgは，16世紀，イギリスにおいて

流行した舞路である。そして，“Hz〃”という名のとお

り，その主題は活発で，元気あふれる狩猟的な感じの曲

である。機能和声的調性でいえば，ト長調である。この

作品は，前述したBγゼの作品と同じく変葵曲とみて

よいが，変秦の形は後記のように異っている。

第1変実 （1－20）φ

ノエ　　（1＿4）＿Rθク．（5＿12）

A部分

Rψ．部分

主題の前半部分とみる。和声的な音の取

り扱いが行われており，トリルで，曲の

感じをもりあげている。

A部分の装飾で，％の拍数になってい

る。左右に，16分音符が音階的に用いら

れ，その動きの間に，主題旋律が入って

いる。

13　　　（13＿16）＿一R召ク．　（17＿20）

B部分

R砂．部分

第2変奏

主題の後半部分とみる。上声部，旋律は

同音進行が多く，中・低声部に動きをも

つ。

B部分の装飾である。B部分の申・低

声部のリズム的な細分進行がある。上声

部は，B部分の音符の価値が，％にな

っている。

（21－48）

ノ⊥！　　　（21＿24）＿1ミ6ク．　（25＿32）

〃部分

Rψ．部分

低声部の分散オクターヴの伴秦に，主題

は，はっきりと上声部に現われており，

両手とも和音連結で構成されている。

”部分の装飾で，％の拍数に冬ってい

る。上声部は，ほとんどA！部分とか

わりなく，左のあと打ちリズムが，効果

的に用いられている。

B1　　　（33－40）一Rθヵ．（41－48）

B！部分

Rψ．部分

B部分のRψ．とほとんど同じ形であ

り，後半に，16分音符の細い動きが現わ

れる。この部分は，％の拍数である。

B！部分の装飾で，％の拍数になってい

る。A部分のR印．と同じような形で，

16分音符による細分進行が，右・左に交

差して用いられている。

　第3変秦　　（49－81）

ノエ”　　　（49＿56）＿Rθク．　（57＿64）

〃部分

Rψ．部分

16分音符による音階的な進行が，主題に

対して伴秦に現われ，後半には，B”部

分にも現われる16分音符の同音連打が，

活発な動きを作っている、この部分は，

％の拍数になっている。

”部分の装飾で，％の拍数になってい

る。”より更に16分音符の使用で，音

の進行におもしろさを表わしている。

B”　　　（65＿72）＿Rθク．（73＿81）

B”部分

一Rψ．部分

％の拍数になっている。B部分のRψ．

のような中・低声部の上に，16分音符の

同音連打が続き，終りに，音階的進行で，

Rψ．に入っていく。

B”部分の装飾で，％の拍数になってい

る。B部分のRψ．の上声部の形に，左

は，16分音符の音階的進行，同音連打に

より，終結にむかう。最後は，この曲の

主和音で終る。

2曲の分析を終えて。

　この二つの変秦曲を比較してみると，B〃∂の変秦曲

は，装飾的変秦曲，そして肋”の変秦曲は，性格的変

秦曲といえよう。実際にこれらの変秦曲を演秦してみる

と，Bヅ”のこの変秦曲は，M0脇れの変秦曲の観があ

る。しかしMOZαれの変秦曲ほど装飾的変秦で練習曲

ふうではないが，その変秦ことに，細かな装飾的発展が

行なわれている。この作品は，肋”のものに比べて，

変奏的により自由で，形よりもその音楽的内容の変化

に，重点が置かれているとみられる。

　肋”の変秦曲は，前述したように異った変秦形成を

とっているため，性格変秦曲の定義にあるような，B6θ一

肋o眺〃みたいに各変秦の調の変化，テンポの変化はみ

られないが，その変秦においてのびとつひとつには，はっ



吉　　名　　重　　美 5プ

きりと異った性格を持っている。

　また，肋”はその作風が，8閉θ伽0冶に大きな影響

を与え，そして，8閉θz伽是の弟子であったシャイデマ

ン86加肋伽舳．H　（1596頃一1663）などに受けつが

れて，肋oんにまで及んでいるといわれているように，

この作品をみたかぎりにおいて，Bα6んやヘンデルHδ一

〃θZ，G　F　（1685－1759）の変秦形式の基を成してい

るように思える。

IV．結　　　　語

　本論文では，次の2つの事柄について，あまり詳しく

はふれていない。

　第1に，テーマのヴァージナル作品，なかんずく変秦

曲類が，何故，他のヨーロッパの国々に先んじて，イギ

リスにおいて作曲されたか，という点である。このこと

は，中世における単声のグレゴリオ聖歌が多声化してい

った時代の作品，つまりオルガヌム0侶α舳肌までさ

かのぼって言及しなければならない。

　この時期，ヨーロッパの大陸では，5度，4度を多用

していたのに対し，イギリスでは早くから，3度，6度

を採用していたのではないだろうかとも思えるのである

が，あまりくわしくはわからない。ただ，この事実をっ

かめば，イギリスのヴァージナルブックが旋法的でな

く，現代の調性に近づいているということについての説

明もつくのであるが。このことについては，当時の作曲

家を中心とする市民の経済的な面とか，気侯風土や生活

用式から生まれる感覚的な世界についてまで，論じなけ

ればならなくなってくるので，これについてはさらに，

今後の研究課題としたい。

　第2に，ウァーソナルという鍵盤楽器についての説明

も，はなはだ不足している。まず，ヴァージナルという

言葉の語源さえ，はっきりしていない。多くの学者は，

この楽器は，鍵盤を持つテーブル型の掻弦楽器で，ルネ

サンスからバロック時代にかけて，イギリスで特に好ん

で使用されていた，といっている。

　楽器の形態の機構，性能は，作曲という作業に大きな

影響力を持つものである。楽器というものが，ある主張

をもった生き物と考えるならば，作品をみれば，それが

～のような楽器のためのものであるか，という想像もつ

くものである。この時代のヴァージナル作品をながめて

みれば，そのすべてが，小型の擦弦楽器のためのものと

は思われない。中には，クラヴィコードのための作品と

思われるものもあれぱ，大型のハープシコードや，時に

はオルガンで弾いた方がより効果的な作品もある◎

　私観を述べるとすると，このヴァージナルという楽器

は，ドイツにおけるクラヴィーアKZω伽と同じよう

に，いわば，鍵盤楽器の総称ではないかという仮説をた

ててみたくなる。この問題に関しては，第1と同じく，

独立した研究課題として，今後，その解明につとめてみ

たいと思っている。

　さらに，私の行った楽曲分析は，一般的形式論にのっ

とったものでなく，おのおのの作品の表現内容との関連

においてとらえる，という方法をとった。けれども，ど

のように分析してみたところで，これを文章で表現する

ことはむずかしく，音楽は，やはり音として表現しなけ

ればならない，と思っている。

　音楽は再現創造芸術である，という意見にしたがうな

らば，このヴァージナル作品を現代のピアノで演秦する

ということは，非常に大きな問題をはらんでいる。なぜ

ならば，この作品はヴァージナルのための作品であっ

て，決してピアノのために書かれたものではないからで

ある。したがって，ピアノで演奏するかぎり，イギリス

のエリザベス王朝時代の音楽の再現にはならないのであ

る。この時代は，もちろんピアノなど影も形もない。ピ

アノで演秦するためには，その時代の音楽の精神内容を

ふまえた上で，編曲しなければならない。Bαo乃のクラ

ヴィーア作品のピアノ用編曲は，かなり数多く見られる

が，このヴァージナル作品のピアノ用編曲は，今のとこ

ろ非常に少ない。だから，この度の演秦は，筆者の幾た

びかの試行錯誤の結果生まれた，一種の創造的冒険のよ

うなものかもしれない。

　しかし，演秦してみて強く感じることは，これらの作

品は，決してプリミティフなものでなく，極めて完成度

の高い芸術作品であることに気がつく。音楽史的にみれ

ば，この時代のヴァージナル作品は，声楽的多声音楽か

ら器楽的和声音楽への過渡的なものである，と位置づけ

られている。だからといって，それが，音楽的に低く評

価されているということにはならない。ここで私は，半

世紀以上前に，パール・ベッカーP伽Z　Bθ伽ヅ（1882－

1937）が指摘した，次の言葉が思い出される。r音楽は

発達肋肋滅Z舳gするものでなく，変化M物刎or一

μ0∫θするものである。」と。

　本論文を草するにあたり，立案，構成などに，島根大

学名誉教授である長岡敏夫先生に御助言をいただき，ま

た独文和訳に際しては，島根大学法文学部の西脇宏先生

の御協力をいただいた。ともにお礼をもうしあげる。
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